
 

 

 

 

８月２４日（土）、アグアスカリエンテスらしい青

空の下、運動会を開催することができました。 

 当日は、保護者の皆様、お知り合いの皆様、御来

賓の皆様、フランセス校の皆様など、多数の方々に

お越しいただきました。朝早くから御来校いただき

ましてありがとうございました。 

 運動会の取組期間中、児童生徒はリーダーを中心

にチームワークを高め、一人一人がチームのために

という思いをもって練習に励んでいました。運動会

では、スローガンである「Esperanza～つなげ 奇跡

のバトン～」を大いに意識し、持てる力を存分に発

揮していました。見ていて胸が熱くなる場面もたく

さんありました。これもひとえに、皆様の温かい御

声援のおかげと感謝申し上げます。 

また、運動会アンケートへの御協力もありがとう

ございました。アンケート結果や皆様からお寄せい

ただきました御意見は、今後の学校だよりでお知ら

せいたします。 

今後も、本校の教育活動に対しまして、御理解と

御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。                       

             （教頭  大内 紀子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一生に一度の運動会 

アグアスだより 

令和６年度９月号 

９月行事予定 
 ３日（火）全校朝会 

 ４日（水）前期クラブ⑦（最終） 

      豚丼の日 

 ７日（土）実力テスト（中３希望者） 

 ９日（月）前期期末テスト１日目 

１０日（火）前期期末テスト２日目 

１１日（水）前期期末テスト３日目  

１６日（月）独立記念日 

１９日（木）防災訓練（地震） 

２３日（月）音楽集会（学習発表会） 

      個別面談（～２５日） 

      進路説明会（中３） 

      第３回進路希望調査配付（中２～３） 

２６日（木）前期終業式 

２５日（金）秋休み（～１０月１日） 

２６日（月）振替休業日 

【再掲】 欠席時の 

オンライン授業について 

児童生徒本人の体調不良による欠席の場合は、治療

に専念していただくため、オンライン授業は受けられ

ません。ただし、下記に該当する場合はオンライン授業

を受けることができます。 

・児童生徒本人がインフルエンザや新型コロナウイ 

 ルス等に感染した場合で、出席停止の期間中に体 

 調が回復し、オンライン授業を希望した場合。 

・児童生徒の同居者がインフルエンザ、新型コロナ 

 ウイルス等に感染し、自宅待機となった場合。  

なお、授業は双方向ではなく、原則として聴講のみと

なります。 

不明な点がございましたら、遠慮なくお問い合わせ

ください。皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

 



海外での生活は日本では体験できないことが体

験でき，充実した日々を送れる半面，異なる文化や

言語に囲まれ子どもにとっても不安やストレスを

抱えることにつながる場合もあると思います。 

日本では，子どもについて不安なことがあれば市

町村に設置されている子育て支援センターや教育

相談センター等の機関で相談を受けることができ

ます。しかし，海外では子どもについての相談を受

けることができる専門機関は少なく，特に日本語で

メンタル面の相談ができる専門家を見つけること

はたいへん難しいのが現状です。 

そこで海外在住でも，E-mail等を使って相談する

ことができる外部機関を紹介させていただきます。 

 

【Group With ～海外で暮らす家族と共に～】 

文化の異なる環境で暮らす子どもたちや，その御

家族が充実した生活を送れるように情報を集め，日

本語で受けられる海外のメンタル・ヘルス相談機

関・窓口のリストが御覧になれます。 

https://www.groupwith.info/  

 

【With Kids ～海外に住む子どもたちの心の健康

をサポートする会～】 

 相談員は，経験豊かな臨床心理士で，様々な海

外経験を有する方々です。無料で相談を受けること

ができます。 

http://www.withkids-kaigai.com/  

 

【海外子女教育振興団体】 

http://www.joes.or.jp/kojin/sodan 

本校に在籍されている児童生徒の皆さんは，家庭

環境，言語環境，生育状況等により，様々なニーズ

をもっていることが考えられます。より適切な指導

支援のために学校として以下の点を大切にしてお

ります。 

(1)担任をはじめとしたその子にかかわる職員が 

 一人ひとりのニーズを的確にとらえて，適切な 

 指導支援を行うこと。 

(2)教職員の連携を大切にして，全体での共通理 

 解を図りながら，学校全体として一人ひとりの 

 子どもの指導支援に当たれるようにすること。 

 

そして，それらを達成するために，以下の取組を

大切にしています。 

①毎月の全体サポート会議の開催により，特別な 

 ニーズのある子どもの情報共有と指導支援の 

 方向，具体的取組の検討等。 

②上記会議の他に学年部長会，学年部会による情 

 報の提供と会議で出された記録による全職員 

 での情報共有。 

③サポート会議等を受けての、担任を中心とした 

 保護者との連携と今後の指導支援の方向の検討。 

 

お子様の健やかな成長を願い，学校全体で取り組

んでまいります。お子様のことで相談等ございまし

たら，下記担当または担任までお気軽にお声かけく

ださい。 （サポート教育コーディネーター 佐藤 伸一） 
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